
最近の経済動向最近の経済動向

景
況
感
、4
四
半
期
ぶ
り
に
悪
化

自
動
車
関
連
の
一
時
生
産
停
止
が
響
く

中
小
企
業
景
気
動
向
調
査（
1
～
3
月
期
）

業況判断DI（「良い」-「悪い」）

当
金
庫
が
行
っ
た
2
0
2
4
年
1
～

3
月
期
の
「
中
小
企
業
景
気
動
向
調

査
」
の
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
。

調
査
期
間
は
2
月
16
日
か
ら
3
月

4
日
。
調
査
対
象
は
お
取
引
先
企
業

9
9
8
社
。
回
答
社
数
9
1
0
社
（
回

答
率
91
・
2
％
）。

業 

況
企
業
の
景
況
感
を
表
す
業
況
判
断

D
I
（
業
況
を
「
良
い
」
と
答
え
た
企

業
の
割
合
か
ら
「
悪
い
」
と
答
え
た
企

業
の
割
合
を
差
し
引
い
た
値
）
は
、
全

産
業
で
マ
イ
ナ
ス
22
・
9
。
前
回
調
査

に
く
ら
べ
15
・
0
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
た
。

製
造
業
は
24
・
2
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し

て
マ
イ
ナ
ス
38
・
1
。
2
0
2
2
年
9

月
期
以
来
の
悪
化
と
な
っ
た
。
特
に
自

動
車
部
品
製
造
業
の
落
ち
込
み
が
大
き

く
、
全
体
の
下
押
し
要
因
と
な
っ
た
。

非
製
造
業
は
8
・
5
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
、

マ
イ
ナ
ス
11
・
8
。
飲
食
業
を
除
く
全

て
の
業
種
で
悪
化
し
た
。

‐
製
造
業
‐

自
動
車
部
品
は
63
・
6
ポ
イ
ン
ト
の

大
幅
悪
化
と
な
り
、
マ
イ
ナ
ス
57
・

0
。
一
部
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
検
査
不

正
に
伴
う
生
産
停
止
の
影
響
を
大
き
く

受
け
た
形
と
な
っ
た
。
な
お
、
悪
化
幅

は
東
日
本
大
震
災
の
影
響
を
受
け
た

2
0
1
1
年
6
月
期
の
マ
イ
ナ
ス
63
・

7
に
次
い
で
過
去
2
番
目
。

機
械
器
具
部
品
は
3
・
8
ポ
イ
ン
ト

悪
化
し
、
マ
イ
ナ
ス
31
・
1
。
中
国
向

け
の
輸
出
減
少
も
あ
り
、
2
期
連
続
の

小
幅
悪
化
と
な
っ
た
。

金
属
製
品
製
造
は
28
・
1
ポ
イ
ン
ト

の
悪
化
と
な
り
、
マ
イ
ナ
ス
28
・
1
。

前
回
調
査
で
は
、
業
況
判
断
D
I
が

4
年
ぶ
り
に
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
0
と

業種別天気図（数値は業況判断DI）

〔天気マークの見方〕

DI ▲50.0 ▲5.0 5.0 50.0

業　種 10～12月期
（前回）

1～3月期
（今回）

4～6月期
（見通し） 業　種 10～12月期

（前回）
1～3月期
（今回）

4～6月期
（見通し）

全産業 	 ▲7.9 	▲22.9 	▲17.9 印　刷 	▲22.2 	▲62.5 	▲37.5

製造業 	▲13.9 	▲38.1 	▲22.5 食料品
	 8.7 	 0.0 	 15.8

非製造業
	 ▲3.3 	▲11.8 	▲14.5 卸売業 	▲14.8 	▲28.2 	▲24.8

自動車部品
	 6.6 	▲57.0 	▲15.0 小売業 	▲19.1 	▲25.4 	▲31.0

機械器具部品 	▲27.3 	▲31.1 	▲31.9 飲食業 	▲20.0 	 21.8 	 13.0

金属製品
	 0.0 	▲28.1 	▲21.9 建設業

	 4.5 	 ▲2.0 	▲13.8

窯業・土石
	▲50.0 	▲35.3 	▲37.5 不動産業

	 8.6 	 5.7 	 2.8

木材・木製品
	 0.0 	 16.7 	▲16.6 運輸業

	 12.5 	▲18.2 	 ▲9.1

繊維製品 	▲33.3 	▲52.2 	▲34.8 サービス業
	 3.4 	▲11.4 	 ▲7.1

な
っ
た
が
、
再
び
マ
イ
ナ
ス
域
に
落
ち

込
ん
だ
。「
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
分
の
価
格

転
嫁
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
」
と
の
声

が
聞
か
れ
た
。

窯
業
・
土
石
、
木
材
・
木
製
品
は
改

善
。
繊
維
製
品
、
印
刷
、
食
料
品
製
造

は
悪
化
し
た
。

‐
非
製
造
業
‐

卸
売
業
は
13
・
4
ポ
イ
ン
ト
の
悪
化

と
な
り
、
マ
イ
ナ
ス
28
・
2
。
円
安
等

に
よ
る
仕
入
価
格
の
上
昇
が
引
き
続
き

経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
。

小
売
業
は
6
・
3
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
、

マ
イ
ナ
ス
25
・
4
。
売
上
・
収
益
と
も

に
悪
化
傾
向
に
あ
る
。

飲
食
業
は
41
・
8
ポ
イ
ン
ト
の
大
幅

改
善
と
な
り
、
プ
ラ
ス
21
・
8
。
訪
日

外
国
人
を
含
め
た
来
店
客
の
増
加
が
、

売
上
や
収
益
に
寄
与
し
た
。

建
設
業
は
6
・
5
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
、

マ
イ
ナ
ス
2
・
0
。
大
企
業
案
件
は
堅

調
だ
が
、
中
小
企
業
や
個
人
住
宅
需
要

が
弱
い
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

不
動
産
業
は
2
・
9
ポ
イ
ン
ト
の
小

幅
悪
化
と
な
り
、
プ
ラ
ス
5
・
7
。
物

件
価
格
の
上
昇
も
あ
り
、「
顧
客
の
購

買
意
欲
が
後
退
し
て
い
る
」
と
い
っ
た

声
も
聞
か
れ
た
。

運
輸
業
は
30
・
7
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
、

マ
イ
ナ
ス
18
・
2
。
人
手
不
足
や
燃
料

価
格
の
高
止
ま
り
が
、
下
押
し
要
因
と

な
っ
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
業
は
14
・
8
ポ
イ
ン
ト
の

悪
化
と
な
り
、
マ
イ
ナ
ス
11
・
4
。
法

人
向
け
・
個
人
向
け
と
も
に
悪
化
と

な
っ
た
。

見
通
し

全
産
業
の
業
況
判
断
見
通
し
D
I

は
マ
イ
ナ
ス
17
・
9
。
5
・
0
ポ
イ
ン

ト
小
幅
改
善
す
る
見
通
し
。
製
造
業
は

回
復
し
、
非
製
造
業
は
悪
化
す
る
見
込

み
。自

動
車
メ
ー
カ
ー
の
生
産
停
止
の
影

響
を
受
け
た
自
動
車
部
品
は
、
42
・
0

ポ
イ
ン
ト
の
大
幅
改
善
見
通
し
。
自
動

車
業
界
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
。

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24（年）
▲80

▲70

▲60

▲50

▲40

▲30

▲20

▲10

0

10

20

→
予想

↑良い

↓悪い

（％ポイント）

製造業

非製造業全産業
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特別調査特別調査

「中小企業における人材戦略」
人手不足への対策、人材育成、賃上げへの対応。経営者は人材戦略についてどのように考えてい
るのか、アンケートを行った。調査期間は2月16日から3月4日。対象はお取引先企業998社。回
答社数910社。（回答率91.2％）

人材状況の懸念

特 別 調 査

若
手
不
足
と
高
齢
化
が
過
半
数

ま
ず
、
現
在
の
人
材
状
況
で
懸
念
し

て
い
る
こ
と
を
複
数
回
答
に
て
伺
っ
た
。

多
く
の
企
業
が
「
若
手
の
不
足
」
と

「
高
齢
化
の
進
行
」
を
懸
念
し
て
お
り
、

そ
の
割
合
は
過
半
数
を
超
え
た
。
特
に
、

運
輸
業
と
金
属
製
品
製
造
業
で
は
7
割

を
超
え
た
。

次
い
で
回
答
が
多
か
っ
た
の
が
「
熟

練
者
の
不
足
」。
全
業
種
平
均
で
は

25
・
1
％
と
な
っ
た
。
自
動
車
部
品
・

機
械
器
具
部
品
・
金
属
製
品
製
造
業
と

窯
業
で
は
、
4
割
弱
が
懸
念
し
て
い
る

と
回
答
し
た
。

現
在
の
人
材
状
況
に
対
す
る
懸
念

中
途
採
用
の
強
化
が
6
割

次
に
、
人
材
に
対
す
る
今
後
の
対
応

策
に
つ
い
て
複
数
回
答
に
て
伺
っ
た
。

「
中
途
採
用
の
強
化
」
の
回
答
が
最

も
多
く
、
製
造
業
・
非
製
造
業
と
も
に

6
割
を
超
え
た
。
2
番
目
は
「
新
卒
採

用
の
強
化
」で
あ
り
、
30
・
5
％
と
な
っ

た
。
製
造
業
や
建
設
業
、
サ
ー
ビ
ス
業

の
3
～
4
割
が
新
卒
採
用
を
強
化
す
る

と
回
答
し
た
。

ま
た
、「
外
国
人
の
活
用
」
と
回
答

し
た
企
業
は
自
動
車
部
品
製
造
業
や
飲

食
業
で
多
く
見
ら
れ
、
回
答
率
は
3
割

を
超
え
た
。

6
割
超
が
賃
金
引
上
げ
予
定

今
年
中
に
賃
金
を
「
引
上
げ
る
」
と

回
答
し
た
割
合
は
、
全
業
種
平
均
で

65
・
6
％
と
な
り
、
中
小
企
業
で
も
多

く
の
企
業
が
賃
上
げ
を
予
定
し
て
い
る

姿
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

社
内
研
修
会
等
を
実
施

職
場
内
で
の
実
地
訓
練
（
O
J
T
）

以
外
に
、
ど
の
よ
う
な
人
材
育
成
の
取

組
み
を
行
っ
て
い
る
か
複
数
回
答
に
て

伺
っ
た
。

取
組
み
と
し
て
最
も
多
か
っ
た
回
答

は
、「
社
内
研
修
会
や
勉
強
会
の
実
施

（
勤
務
時
間
内
）」
で
あ
り
、
34
・
2
％
。

次
い
で
「
資
格
取
得
等
、
自
己
啓
発
費

用
の
会
社
負
担
」が
30・6
％
で
あ
っ
た
。

な
お
、
4
割
の
企
業
は
「
実
施
し
て

い
な
い
」
と
の
回
答
で
あ
り
、
O
J
T

が
人
材
育
成
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
姿

が
窺
え
る
。

（複数回答）

若手の不足

高齢化の進行

（単位：％）
58.5 

56.0 

25.1  熟練者の不足

17.3  営業で働く従業員が少ない

13.2  生産、販売現場で働く従業員が少ない

12.9  管理職（店長、現場監督含）が少ない

7.6  業務上必要な資格取得者の不足

5.5  経理や事務など内部の従業員が少ない

4.6  規模（売上や利益）と比較して人員過多

10.0  懸念していることはない

人材に対する今後の対応策

中途採用の強化 60.7 

30.5  新卒採用の強化

21.5  女性活躍推進

21.3  シニア雇用（定年・再雇用）の促進

18.2  外国人の活用

13.2  非正規社員の活用

4.8  非正規社員の正社員登用

1.3  その他

22.3  特に対応策は検討していない
（複数回答）

（単位：％）

職場内でのOJT以外の取組み

社内研修会や勉強会の実施（勤務時間内）

資格取得等、自己啓発費用の会社負担

外部セミナーへの参加

実施していない
（複数回答）

（単位：％）
34.2

30.6

20.5

16.1  業界団体の研修に参加

6.2  社内研修会や勉強会の実施（勤務時間外）

4.8  外部講師の派遣依頼

4.3  担当業務の定期的な異動

2.9  eラーニングの導入

0.6  外部出向制度の導入

41.0

引
上
げ
率
に
つ
い
て
は
、「
2
％
以

上
4
％
未
満
」
が
最
多
で
、「
0
％
以

上
2
％
未
満
」
が
僅
差
で
2
番
目
と

な
っ
た
。「
6
％
以
上
」
引
上
げ
る
と

回
答
し
た
企
業
は
2
・
6
％
と
、
一
部

に
留
ま
っ
た
。

な
お
、「
引
上
げ
な
い
」
と
回
答
し

た
企
業
は
、
全
体
で
34
・
4
％
。
そ

の
理
由
と
し
て
、「
賃
上
げ
に
見
合
う

価
格
転
嫁
が
で
き
て
い
な
い
」（
9
・

6
％
）、「
今
後
の
業
績
見
通
し
が
不
透

明
」（
8
・
1
％
）
と
の
回
答
が
多
か
っ

た
。
前
者
は
「
自
動
車
部
品
製
造
業
」

や
「
飲
食
業
」、
後
者
は
「
窯
業
」「
木

材
・
木
製
品
」「
出
版
・
印
刷
」
か
ら

の
回
答
が
多
か
っ
た
。

残
業
規
制
は
4
割
に
悪
影
響

建
設
業
、
自
動
車
運
転
業
、
医

師
な
ど
で
残
業
時
間
の
上
限
規
制

（
2
0
2
4
年
問
題
）
が
開
始
と
な
る
。

各
企
業
へ
の
影
響
と
、
そ
の
対
応
の
有

無
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

何
ら
か
の
「
悪
影
響
が
あ
る
」
と
答

え
た
の
は
、
全
体
の
44
％
。「
好
影
響

が
あ
る
」
と
回
答
し
た
企
業
は
2
・

7
％
に
留
ま
っ
た
。
最
も
「
悪
影
響
が

あ
る
」
の
は
運
輸
業
で
、
7
割
弱
と
全

業
種
中
最
多
。
次
い
で
金
属
製
品
製
造

業
と
卸
売
業
が
5
割
超
と
続
い
た
。

人
材
に
対
す
る
今
後
の
対
応
策

職
場
内
O
J
T
以
外
の
取
組
み

賃
金
の
引
上
げ
実
施
の
有
無

2
0
2
4
年
問
題
の
影
響
と
対
策

引上げ率

0％以上
2％未満
26.0 

2％以上
4％未満
28.1 

4％以上
6％未満
8.9 

6％以上
2.6 

（単位：％）

引上げない理由

賃上げに見合う価格転嫁ができていない

今後の業績見通しが不透明

これまでに賃金を引上げ済

9.6 

8.1 

6.5 

5.2  売上の低迷や伸び悩み

4.0  自社に従業員はいない（家族経営など）

1.0  同業や同地域内の他社が上げていない

（単位：％）

対
応
の
有
無
に
つ
い
て
は
、「
対
応

を
取
っ
た
」
が
16
・
4
％
、「
必
要
性

は
感
じ
て
い
る
が
対
応
し
て
い
な
い
」

が
41
・
6
％
、「
対
応
を
取
る
必
要
は

な
い
」
は
42
・
0
％
と
な
っ
た
。
運
輸

業
に
限
っ
て
言
え
ば
、
62
・
5
％
が「
対

応
を
取
っ
た
」
と
回
答
し
、「
対
応
を

取
る
必
要
は
な
い
」
と
し
た
割
合
は
1

割
に
満
た
な
か
っ
た
。

2024年問題の影響

（単位：％）

9.3 34.7 53.3 2.5
0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大きく悪影響がある やや悪影響がある
影響はない・分からない やや好影響がある
大きく好影響がある

対応の有無

対応を取った
16.4 

必要性は感じているが
対応していない

41.6 

対応を取る
必要はない
42.0 

（単位：％）

今年中の賃金引上げ実施の有無

引上げる
65.6

引上げない
34.4

（単位：％）

対応の有無（運輸業のみ）

対応を取った
62.5

必要性は感じている
が対応していない

28.1

対応を取る
必要はない
9.4

（単位：％）
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